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　8月7日、阿蘇市市政モニターの委嘱状交付及び第1回会議が
あり、1期目を終了された21人に代わり、2期目12人が新たに
市政モニターとなり市に関する活動を開始しました。 
　市政モニター制度は、阿蘇市発足当初から住民参加型のま
ちづくりに、また開かれた市政に寄与するものとして設置され、
市政に関心のある方々に建設的な意見を求めるものです。 
　今回、委嘱を受けた12人は、これから約2年間、阿蘇市につ
いて知る研修や情報の受発信、また市長との意見交換を行い、
よりよい阿蘇市づくりに貢献されます。 

第2期市政モニターが活動を開始 

　8月4日から18日、今年で9回目となる「阿蘇市国際ワーク
キャンプ」が開催され、世界各国（日本、韓国、フランス、
ドイツ、スペイン、アメリカ）の12人が波野地区に滞在し、
ワークキャンプを行いました。 
　ワークキャンプとは、自ら労働を体験しながら現地の人々
と交流する国際交流のことで、今回は農業体験、阿蘇市コ
ミュニティセンターでの研修、なみの高原納涼まつりのス
タッフなど、波野・役犬原地区の住民を中心に交流を行い
ました。 

波野地区で国際ワークキャンプ 

　8月7日、伝統ある西湯浦八幡宮の祭り（通称：七夕さん）
で、地元の若者たち（通称：なべづる劇団）22人が、「肥
後にわか」を初披露。「渡る世間はウソばかり」と題し、
近所でよくありそうな話題をネタに近所の人たちのマネを
するなど愉快に演じ会場を笑いの渦にまきこみました。祭
りにあわせて帰省していた人たちもふる里の元気に触れ大
変うれしそうでした。来年もまた『西湯浦は楽しいところ
だよ、七夕さんには帰っておいで』の心温まるメッセージ
に乗せ、地域の人たちに笑いを提供してほしいものです。 

地元の若者が祭りで「肥後にわか」初披露 

▲市長との意見交換の後、研修として、市担当者 
　の説明をうけながら「草本系バイオマスガス化 
　発電システム」を視察するモニターの皆さん 

▲温泉神事では神前に、旅館・ホテル等30施設が屋号付きの 
　湯桶にそれぞれの温泉を注ぎ祈願。「この温泉が出たから今 
　の私たちがある」と、良質で豊富な温泉の恵みに感謝しました。 

与謝野晶子・鉄幹来訪75周年記念「晶子祭」は、二人が宿とした内牧の「蘇山郷」� 
で行われました。日本近代文学会会員の近藤晉平氏が「与謝野晶子と九州」と題 
し講演をされ、二人が阿蘇を訪れたとき詠んだ作品の数々を披露するなど、当時 
来訪の際、県が迎えに来るほどの文学者だった二人の来訪を偲びました。 

▲農業体験でミニトマトの収穫を行なう参加者 

　第4回火の国・阿蘇クロスカントリー大会（熊本陸協、阿蘇クロスカ
ントリー実行委員会主催）が8月19日、阿蘇観光牧場クロスカントリー
コースで開催され、小学生から一般までの男女900人が1.5kmから
10kmの距離で競技しました。会場となったクロスカントリーコースは、
国内有数のコースとして有名で、夏をメインに年間1万人が利用す
る阿蘇市を代表するスポーツ施設です。今大会では、地元小中高
校生ほか県外からも実業団や大学の有力選手が走り好レースを展開。
また特別ゲストとしてメキシコ五輪銀メダリスト君原健二さんも参加し
子どもたちと走りました。 

標高840m北外輪山のコースを900人が力走 

　千年を超える歴史をもつ阿蘇神社の農耕祭事のひとつ「火焚き神事」（国
指定重要無形民俗文化財。氏子は上役犬原、下役犬原、竹原地区）が8月
19日から霜神社で始まりました。この神事は、農作物の霜被害を恐れ行わ
れてきたもので10月16日までの59日間、火を絶やさず神事を行います（昔
は火焚き乙女が火の番をしていましたが現在は学校の関係で氏子が行って
います）。今年、火焚き乙女をつとめたのは上役犬原の山口はるなさん（碧
水小4年）で、介添えに祖母のサヨ子さんが付かれました。 
　このほか、10月18日の夜渡には肥後神楽や夜渡相撲が行われます。 

鬼八伝説にも語り継がれる霜宮の火焚き神事 
ひ 　た 

ひ ご か ぐ ら  よ ど ず も う  

白熱！消防団の玉落とし大会 

　8月1日、阿蘇温泉観光旅館協同組合（稲吉淳一理事長）は、内
牧1区の薬師地蔵の前での温泉神事を皮切りに、与謝野晶子・鉄
幹来訪75周年記念「晶子祭」、「内牧源泉掛流しの宿の会」発足
記念無料ジャスライブ、温泉浴場の無料開放などを行い、たくさんの
方々に内牧温泉の魅力を紹介し、良質の温泉に親しんでもらいまし
た。組合では来年からも毎年感謝祭を実施し、独特のもてなしと伝
統ある素材を活かして『内牧温泉』の知名度アップを図っていきます。 

開湯109年。今も良質の内牧温泉で感謝祭 

　平成19年度阿蘇市消防団通常点
検及び標的落とし大会が、8月26日、内
牧遊水池で開催され、24分団749人が
競技に挑みました。この大会は市民の
安心した生活を守るための訓練とし、
操法大会と一年おきに行われています。 

＜各種表彰＞ 

■消防庁長官表彰（25年以上） 
　鳴川三郎（元副団長） 
■熊本県知事表彰（25年） 

　佐藤愼一（元副団長） 
　久保田英男（6分団団員） 
　首藤太（7分団団員） 
　岩瀬新次（6分団団員） 
　岩下秀春（7分団団員） 
　久保績男（元6分団班長） 
　岩下勝己（元5分団班長） 
■日本消防協会表彰 

　倉岡孝範（元副団長） 
　井手孝義（2分団分団長） 
　佐藤富士男（3分団分団長） 
　岩下道幸（7分団分団長） 
　鳴川三郎（元副団長） 

規律の部（通常点検）　参加数30 
1位　7分団2部（大道、坂の上） 
2位　9分団5部（乙姫、下西黒川、黒川千丁） 
3位　10分団1部（永草、枳） 

標的落し競技の部 
【可搬の部】　参加数26 
1位　9分団4部2班（上西黒川） 
2位　2分団2部2班（西1、2、3区） 
3位　11分団1部1班（狩尾1区） 
【積載車の部】　参加数42 

1位　10分団2部2班（車帰） 
2位　9分団4部1班（南黒川、元黒川） 
3位　5分団1部2班（原口、上井手、下井手） 
【ポンプの部】　参加数4 

1位　10分団2部1班（赤水） 
2位　12分団1部2班（小里、内牧4区） 


